
ＳＡＧＡ２０２０ ＳＳＰ杯 佐賀県高等学校スポーツ大会 

【水 泳 競 技】 

 

1．期  日  令和 2 年 6 月 20 日（土）  10 時 00 分 競技開始 

 

6 月 21 日（日）  10 時 00 分 競技開始 

 

2．会  場  SAGA サンライズパーク水泳場（25m） 

 

3．参加資格  佐賀県高校総体開催基準要項に準ずる。 

 

4．参加制限 （1）1 校 1 種目 3 名以内 

           

（2）1 名 2 種目以内 

 

5．競技規則 （1）令和２年度日本水泳連盟競泳競技規則による。 

           

（2）スタートは一回とする 

           

（3）学校対抗方法 

競技各種目ごとに、1 位 8 点、2 位 7 点、・・・・8 位 1 点（リレー 

種目は倍）とし、得点の最も多い学校を優勝とする。但し、総合得点が 

同じ場合は、次の順に従って決定する。 

（ア）リレーによる得点が多い学校。 

（イ）入賞者の多い学校。（リレーは 4 と計算する）。 

（ウ）1 位の数。 

（エ）2 位の数（以下 8 位までこれにならう）。 

 

          （4）すべてタイム決勝とする 

 

6．表  彰  １位から３位に賞状とメダルを授与する。  

 

7．種  目  

種   目 男   子 女   子 

自  由  形 50m・100ｍ・200ｍ・400ｍ・1500m 50m・100ｍ・200ｍ・400ｍ・800m 

平  泳  ぎ 50m・100ｍ・200ｍ 50m・100ｍ・200ｍ 

バ タ フ ラ イ 50m・100ｍ・200ｍ 50m・100ｍ・200ｍ 

背  泳  ぎ 50m・100ｍ・200ｍ 50m・100ｍ・200ｍ 

個人メドレー 200ｍ・400m 200ｍ・400m 

リ  レ  ー 400ｍ・800m 400ｍ・800m 

メドレーリレー 400ｍ 400ｍ 

8．申 込 み   (1) 日本水泳連盟のシステムweb-swmsysによる申し込みを完了し、エントリーTIME 

一覧表１部とリレー一覧表１部<リレー出場校のみ>を提出すること。 

（2）学校認知書として、所定の参加申込書（水泳競技）を提出する。 

(3) 上記(1)、(2)ともに令和２年６月８日（月）完了・必着 

 

申込み先 〒８４８－００２８ 伊万里市脇田町１３７６番地 

伊万里実業高校内 宮 崎 健 介 宛 



9．競技順序 

第 1 日目（6 月 20 日） 第 2 日目（6 月 21 日） 

1 女 800ｍ自由形 ﾀ決 23 女 800ｍリレー ﾀ決 

2 男 1500ｍ自由形 ﾀ決 24 男 800ｍリレー ﾀ決 

3 女 50ｍ自由形 ﾀ決 25 女 400ｍ自由形 ﾀ決 

4 男 50ｍ自由形 ﾀ決 26 男 400ｍ自由形 ﾀ決 

5 女 50ｍバタフライ ﾀ決 27 女 100ｍ自由形 ﾀ決 

6 男 50ｍバタフライ ﾀ決 28 男 100ｍ自由形 ﾀ決 

7 女 50ｍ背泳ぎ ﾀ決 29 女 100ｍバタフライ ﾀ決 

8 男 50ｍ背泳ぎ ﾀ決 30 男 100ｍバタフライ ﾀ決 

9 女 50ｍ平泳ぎ ﾀ決 31 女 100ｍ平泳ぎ ﾀ決 

10 男 50ｍ平泳ぎ ﾀ決 32 男 100ｍ平泳ぎ ﾀ決 

11 女 400ｍ個人メドレー ﾀ決 33 女 100ｍ背泳ぎ ﾀ決 

12 男 400ｍ個人メドレー ﾀ決 34 男 100ｍ背泳ぎ ﾀ決 

13 女 200ｍ自由形 ﾀ決 35 女 200ｍ個人メドレー ﾀ決 

14 男 200ｍ自由形 ﾀ決 36 男 200ｍ個人メドレー ﾀ決 

15 女 200ｍバタフライ ﾀ決 37 女 400ｍメドレーリレー ﾀ決 

16 男 200ｍバタフライ ﾀ決 38 男 400ｍメドレーリレー ﾀ決 

17 女 200ｍ平泳ぎ ﾀ決     

18 男 200ｍ平泳ぎ ﾀ決     

19 女 200ｍ背泳ぎ ﾀ決     

20 男 200ｍ背泳ぎ ﾀ決     

21 女 400ｍリレー  ﾀ決     

22 男 400ｍリレー  ﾀ決     

        

        

 

10．その他  新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の取り組みにご協力ください。 

   

○施設面 

(1)全館常時窓を開け、換気を行う。 

(2)更衣室は既存施設の他に 2F 多目的室を臨時更衣室とする。 

(3)選手控え場所は屋外にスペースを確保し、各校指定とする。 

(4)プールサイドに各校指定の観戦スペースを設置する。マスクを着用して応援する。 

 

○競技面 

(1)ウォーミングアップは 2 グループとし、グループごとに時間を指定する。 

(2)招集は、種目ごとに通告し、時間を区切って行う。場所はプール南側の屋外。 

(3)競技はすべてタイム決勝とし、競技時間の短縮を図る。 

(4)通告は、プログラム NO と種目のみとし、氏名・校名のコールは行わない。 

(5)競技役員の交代は行わず、必要最小限の人数で運営を行う。マスクを着用する。 

(6)開・閉会式は行わず、通告により実施。 

 

○その他 

(1)無観客で試合を行う。（選手・部員・顧問＜引率者＞・役員のみとする） 

(2)監督者会議において、大会参加の同意確認や選手の検温を含む健康状態の確認を行う。 

(3)出入口に消毒液を準備し、消毒を励行する。 

(4)新たな防止策があれば随時実施する。 

(5)詳細については、後日参加校に対し、連絡をする。 

 

 

 


